
「みらいを想う人の街」をめざして…

環境は、大気、水、土壌、生物等の間を物質が光合成・食物連鎖等を通じて循環し、生態系が微妙

な均衡を保つことによって成り立っており、人間もまたこの環境の一部です。

しかしながら、社会・経済活動に伴い、環境の復元力を超えて資源を採取し、また、環境に負荷を

与える物質を排出することによって、この微妙な均衡を崩してきました。この均衡の崩れが気候変動

や生物多様性の損失という形で顕在化しています。

札幌市は、「環境首都」を宣言してから10年が経過したことを機に、今のことだけではなく、み

らいのことを想い、誰もが笑顔で暮らせるまちを実現するため、「『環境首都・SAPP‿RO』みらい

への想い」を定めました。

この想いを多くの市民や事業者と共有し、気候変動対策による経済社会システム、ライフスタイル、

技術といったあらゆる観点からのイノベーションの創出と、経済・社会的課題の同時解決を実現する

ことにより、第２次札幌市環境基本計画で掲げる将来像「次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる持続

可能な都市『環境首都・SAPP‿RO』」の実現を目指していきます。
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